
平成 30年度「産業社会と人間」実践報告
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「産業社会と人間」は総合学科の原則必履修科目である。生徒は「科目選択」と「多様な体験」を通

じて、キャリア意識を涵養しながら総合学科の具体のカリキュラムをデザインする。一方、 SGHの取り

組みにも顕著に見られるように「課題研究活動」の重要性は近年麻まり続けているが、今年度はその基

礎の部分に関しても、時間数減の中で本科目が担い、加えて、本学年が大学入試改革の施行学年である

ことも見据えて、カリキュラムの整理を必要とした。本報告では、その取り組みを紹介する。

キーワード キャリア教育課題解決型学習 カリキュラム総合学科精選

0. はじめに

本年度の「産業社会と人間（以下、産社）」を実

施するにあたって、 1年次担任団（本校では「産

業社会と人間」委員会は 1年次担任団が兼ねる）

には大きく 2つの課題があった。 1つ目は、この

学年が大学入試改革（以下、新入試）の施行学年

であり、従来の目標に加えて、やや流動的な改革

内容を見すえて「産社」の内容を整えていかなく

てはならないこと。そして、 2つ目の課題は (1つ

目と逆行するようだが）、教育課程の変遷にとも

なって、これまで「産社」の補完科目として置か

れていた「キャリアデザイン」の 2時間がなくな

り、実質週 4時間で行われていた内容を、正味の

2時間に可能な限り「精選」しなければならなく

なったこと、である。

新入試への対応とカリキュラムの精選、この 2

つの課題意識は、おそらく多くの方々と共有でき

るものだと思う。この実践報告が読まれる方々の

教育実践に何らかの寄与するところがあること

を願って、報告する。

1.科目の位置付けと本年度に特徴的な取り組み

1 -1. 「産社」の位置付けと補完科目の変遷

当該科目は総合学科の原則履修科目であり、本

1 文部科学省『高等学校学晋指導要領』 (2009年 3月）
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校においても総合学科の理念が内包された基幹

科目として位置付けられる。当科目は昨年度まで

は、本校開発科目である「産業理解」（平成 12~

22年度）あるいは「キャリアデザイン」（平成 23

~29年度）と併せて、実質上 4単位で実施してい

た。しかしながら、本年度より教育課程の改定に

ともない、当科目単独の 2単位として実施するこ

ととなった。このような変遷は、本邦におけるキ

ャリア教育全体の研究の進捗と軌を一にしたり、

あるいは研究開発的に一部先行したりして、輻轄

的に連動している。まずは、以下、その流れを概

観したい。

1)キャリア教育としての「産社」の位置付け

そもそも、現行学習指導要領では「産業社会と

人間」の目標等については次のように規定されて

しヽる。

産業社会における自己の在り方生き方に

ついて考えさせ、社会に積極的に寄与し、生

涯にわたって学習に取り組む意欲や態度を

養うとともに、生徒の主体的な各教科・科目

の選択に資するよう、就業体験等の体験的な

学習や調査・研究などを通して、次のような

P4より



事項について指導することに配慮するもの

とする。

ア 社会生活や職業生活に必要な基本的

な能力や態度及び望ましい勤労観、職業観の

育成

イ 我が国の産業の発展とそれがもたら

した社会の変化についての考察

ウ 自己の将来の生き方や進路について

の考察及び各教科・科日の履修計画の作成

このように「産社」が目指すものは非常に理念

的であり、広範な内容を射程におさめる。しかし

その一方で、具体的に育成したい能力や付けたい

力が明示されているわけではない。この間題に対

して、キャリア教育の分野では、発達段階に応じ

た望ましい能力や態度を明確化する試みがごく

初期から進められてきた。平成 14年には国立教

育政策研究所生徒指導研究センターが「職業観・

勤労観を育む学習プログラムの枠組み開発」の中

で、一つのモデル例として「4領域 8能力の枠組

み」を提示した。この枠組みは平成 16年のキャ

リア教育の推進に関する報告刊こよって広く知ら

れるようになったが、一方で課題も指摘されてき

た。そこで挙げられた課題と別の分野・機関によ

る各種の能力論（内閣府「人間力」、経済産業省「社

会人基礎力」など）をふまえて、平成 23年 1月答

叫には「基礎的・汎用的能力」としてまとめられ

た。この能力は「人間関係形成・社会形成能力」

「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キ

ャリアプランニング能力」の 4つの能力に、従来

の枠組みを再構成したものである。次期学習指導

要領では引き続き、この「基礎的・汎用的能力」

に示す 4つの能力を統合的に捉えて、キャリア教

育全体の中でどのように育成していくかが求め

2 人間関係形成能力（自他の理解能力、コミュニケーシ

ョン能力）、情報活用能力（情報収集・探索能力、職業理

解能力）、将来設計能力（役割把握・認識能力、計画実行

能力）、意思決定能力（選択能カ・課題解決能力）を指

す。

3 「各学校においてキャリア教育を推進する際の参考と

して幅広く活用されることを期待したい」（「キャリア教

育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」（平

られている。

したがって、「産社」の位置付けは、高校段階で

の学び全体の中で、「基礎的・汎用的能力」に示す

4つの能力の発達を縦軸に考慮されるべきもの

である。（しかも、その高校段階での学び全体は生

涯を通じたライフプランの中に位置付けられる

ように構想されるべきである。）一方で、これらの

能力は従来の枠組みを統合・整理したもので、と

りわけキャリア発達にかかわる諸能力が「生涯を

通じて」必要であることを考慮して再構成したも

のである。したがって、学校の教育活動において

キャリア教育を考える場合（特に評価などをふま

えて）には「4領域 8能力」を通して考える方が

より具体的である場合が多いと感じている。後述

するが、本年度、「産社」の授菓内容を精選するに

あたって、また生徒に示す上で付けたい力として

準拠したのも「4領域 8能力の枠組み」であった

2)本校における課題意識と補完科目の変遷

このような流れをふまえて、本校の「産社」の

位置づけ及びそれに対する間題意識を探ってい

くと、平成 11年度までの段階で、まず意識されて

いたのは学習指導要領上の目標、イ項目の「不足」

であったようである。

…学校と社会とを結びつける新たな学習活

動が必要であると考えた。（中略）「産業社会

と人間」や既存の教科・科目だけでは、社会

全般に対する具体的な認識を十分に深めら

れるとは言い難い。（中略）つまり、学校と社

会の架け橋になり得る科目という命題を担

って「産業理解」は構想された。（「「産業理解」

6年目の実践報告」 6 「産業理解の開発理念」

成 16年）より）

4 中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教育・

職業教育の在り方について（答申）」（平成 23年 1月）

5 なお、上述の答申においては「各学校においては、こ

の4つの能力を参考にしつつ、それぞれの課題を踏まえ

て具体の能力を設定し、エ夫された教育を通じて達成す

ることが望まれる。」とある。

6 『筑波大学附属坂戸高等学校研究紀要第 43集』
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項目より）

その間題意識をふまえて補完科目として構想

されたのが「産業理解」 (2単位）であった。同実

践報告には、「産業のしくみ」から始まって、「証

券と株式」「日銀・東証訪問」（経済）、「情報化の

功罪に関するディベート」（情報）、「排気ガスの検

出」（環境）など現在では見られない興味深い学習

内容が報告されている一方、「福祉講話」「特別支

援学校交流会」（幅祉）や「筑波大訪間」など現行

の「産社」のカリキュラムの中に統合されていっ

た内容があることがうかがえる。「産業理解」自体

は「平成 12~14年度文部科学省研究開発学校」の

指定をうけて開発されたものなので、この時点で

は「イ我が国の産業の発展とそれがもたらした社

会の変化についての考察」を促すための具体的な

授業実践の開発を目指したものであった。

平成 23年度には、「キャリアデザイン」が新た

に科目として設置された。「産社」本体には前年ま

での「産業理解」の中身が精選されて「産社」の

中に盛り込まれるようになった。これは、新学習

指導要領の告知（平成 21年 3月）をうけて、新た

な教育課程の編成を検討した結果、設定されたも

のだが、ここでの問題意識は、「ア社会生活や職業

生活に必要な基本的な能力」を具体化して、身に

つけるためのカリキュラムであったようである。

…科目の目標については下記 3点を掲げ

た。いずれも「スキルの獲得」を生徒に意

識的に伝えることをめざしている。

（ア）本校での学びを進めるための基礎力

（学びのスキル）を身につける。

（イ）場面に応じた行動を取る能力（ソーシ

ャル・スキル）を身につける。

（ウ）自己の生活をコントロールできる能力

（マネジメント・スキル）を身につける。

（「平成 23年度「キャリアデザイン」実践

報告」 7より）

(2005) P 45 

7 『筑波大学附属坂戸高等学校研究紀要第 49集』
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その為の手段として土曜の時間帯に「 1年次の

通常の授業展開では難しい「少人数授業」を実現

し、「学ぶ楽しさ」を生徒に実感させるとともに、

総合学科における学びのスキルを獲得させ、中高

接続をスムーズにおこなうことをねらい」とする

ゼミ形式の課題解決型の学習を展開し、また「学

習活動の記録」をつけて毎回の授業で担当者に提

出することで、生徒の普段の生活（学びの姿勢）

を確認していた8。これらは言い方こそ違うが、前

節の「基礎的・汎用的能力」のうち、（ア）学びの

スキルが「課題対応能力」、（イ）ソーシャル・ス

キルが「人間関係形成能力」、（ウ）マネジメント・

スキルが「自己管理能力」にそれぞれ対応してい

ることがわかる。しかも、その（ア）学びのスキ

ル（＝課題対応能力）自体の中身も相当程度具体

化されている。たとえば、 1授業（ゼミ）の流れ

は必ず次のようなステップを踏むことが共有さ

れていた。

⑨アイスブレイク：グループ内でのラポール

（親密な信頼関係）を形成し、あとの活動を

楽しく親密な雰囲気で進められるようにす

る。

①「知る（調べる）」：講義・文献調査・ビデ

オ視聴等を通して、テーマについての知識・

理解を深める。

②「考える（整理する・まとめる）」：ディス

カッション・アンケート調査・インタビュー

活動などを通して、テーマについてより深く

考察する。

③「発表する（伝える•発信する）」：考察し

たことについてレポートを作成するととも

に、グループ内で発表活動を行う。また、他

者の発表を聞き評価する。

④「批評する（評価する）」：自己評価や相互

評価活動を通して、パフォーマンスや作品を

客観的に評価したり他者との論戦を通して

(2011) P.P.15~16 

8 同上、 P15 



完成度を高めたり今後の方向性を考える契 インしているかを見ていきたい。稿末〈資料 1〉

機とする匹 が今年度の年間計両である。カリキュラムのそれ

ただ、このような平成 23年度の開発時点で考

えられていたことは、実際の運用を通して徐々に

「付けたい力」が焦点化し、変容していく。具体

的には平成 25年度には既に「学びのスキル」の獲

得、つまり、課題対応能力の育成に「キャリアデ

ザイン」の目的は焦点化されることとなった。そ

の他の「ソーシャル・スキル」は「産業社会と人

間」に、「マネジメント・スキル」は平時の生活指

導の領分に整理されている。この課題対応能力の

育成への傾斜は現在まで一貫して踏襲されてい

る。一方で、平成 24年度の時点で、従来「産業理

解Jで担っていた「社会に対する関心と知識」の

部分の減退と、そのことが生徒の情報収集などの

行動を減退させていることなどへの危惧が示さ

れている。

やや長く紙幅をとってしまったが、ここまでの

理路を整理すると、①「産社」は本校におけるキ

ャリア教育全体の基幹として置かれ、②キャリア

教育の分野全体で、望ましい能力や態度は整理さ

れている。そこで、③本校では 3年間を通じて、

それらの能力を発達段階に応じて総合的に育成

を目指してきたが、④それらの能力は「産社」だ

けでは補いきれず、補完科目の 2単位が設定され

てきた。⑤補完する能力に関しても変遷が見られ、

近年は補完する内容として「課題対応能力」に重

点化され、 1年次段階である程度の育成を目指し

ぞれの内容は、次項の実践報告に譲るとして、そ

れぞれの活動内容を、前述の「4領域 8能力の枠

糾み」で主としてねらいとする「付けたい力」に

応じて配置した模式図が〈資料 2〉である。従来

の「様々な体験」を維持しながら、間題となる「課

題対応能力」の育成に「ヒアリング」「アカデミッ

クスキルズ」、また校外学習の中に［課題研究」を

配するなどして補完に努めた。一方で科目選択に

向けてキャリア意識の涵養は必須であるので、進

路ガイダンスなどにはHRの時間を随時活用す

る、社会人講話を土曜日に実施するなど弾力的な

運用を試みて、実施した。

ただ、精選初年度の弊害として、学期によって

は各単元が輻轄的に進行するようなことも生じ、

生徒によっては、いま何を目的として活動が行わ

れているのかわかりづらいという声も聞こえて

きた。そこで〈資料3〉はそのような事態を受け

て、長く「産社」の標語として愛唱されてきた「自

己を知り、他者を知り、社会を知る」の枠組みを

軸に学びの向かう方向性を「職業」の観点を加え

て生徒に提示したものである。

2. 今年度に特徴的な取り組み

これまで述べてきた課題意識を達成するため

に今年度実施した取り組みのなかで特徴的なも

のをあげる。

ている。 (1)思考カ・判断カ・表現力の育成

こうした変遷をふまえて、本年度は⑥ （平成 23 ひとつ目は、次期学習指導要領の柱のひとつで

年度に「産社」「産業理解」の中身を精選して次期 ある「思考カ・判断カ・表現力」を付けたい力と

「産社」の中に盛り込んだように）カリキュラム してカリキュラムの目標に組み込んだことであ

の中身を「付けたい力」をベースに「産業理解J る。「知識・技能」は各教科・科目の領分として、

や「キャリアデザイン」の中身を取り込みつつ精 また「学びに向かう力」はまさにキャリア教育、

選することを試みている。 「産社」の本来的に担うところであるが、従来「キ

ャリアデザイン」などで補完されていた部分を、

1 -2. カリキュラムの精選と年間計画 とりこんで実践しようということである。次項の

では、具体的にどのようにカリキュラムをデザ 「実践報告」に後述するが、ヒアリングの「B項

，同卜へ P16 
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目」の設間の工夫や「課題研究」に関連して行わ ーションキャンプ」を例年実施している。コミュ

れているものがこれにあたる。 ニケーションキャンプは、本校で学校生活を送る

のに求められる生活習慣のガイダンスとしてだ

(2) 学びの蓄積—e ポートフォリオ けでなく、「産業社会と人間」の第 1回目の授業と

(3) 学びの可視化—紙ポートフォリオ して位置づけられ、以下の 3つの目的を達成する

2つ目、 3つ目は表裏の関係にあるが、紙を媒 ための役割を担っている。

体としたポートフォリオは従来、生徒の形成過程

を可視化し、評価するものとして「産社」以外で （1) 総合学科の生徒として、これから

も本校では利用されてきたものである。一方で、 様々な選択や意思決定をしていく上で必要

入試制度の改革、調査書に特別活動の記録が文量 な素地を養う。

にかかわらず付けられるようになることや、各大 (2) 自身、他者がもつ個性や多様性を尊

学の入試でも、地域での交流活動など、エビデン 重し、受容することができる態度を養う。

スをともなった活動評価の機運が高まっている (3) これからの高校生活における目標を

ことをうけて、近年は eポートフォリオヘの期待 思い描き、達成しようとする意欲を養う。

が高まっている。本校でもベネッセ社の Classiを

用いて課題の提出管理や、情報の発信などを今年

度から実施した。保存の簡便性や多量の保存に耐

えること、検索が容易であることなど利点も多い。

一方で、今年度は紙媒体のファイルも相変わらず

稼働させており、特に学期末のファイルの整理は

重要な学習と位置付けている。紙ファイルには圧

倒的な可視性があり、通時的にも、（内容の）

段階的にも成長の過程的にもフレキシプルに配

置が可能で、その為の整理を通じて、生徒は学び

の内面化をはかることができる。（実際に科目選

択の前には、生徒にファイルの内容を「近い未来

（科目選択・ 2 • 3年次の高校生活）」、「中くらい

の末来（卒業後）」「遠い未来（生涯にわたって・

理想）」に分ける活動を課した。）この点は、残念

ながら未だ eポートフォリオは追いついていない。

そこで、今年度はこれらを併用することで互いの

弱点を補う形を構想した。

以下、これまでの内容をふまえて活動の実際を

報告したい。

3. 実践報告

3-1. コミュニケーションキャンプ

1) 目的

本校では、入学式の翌日から長野県黒姫高原に

おいて、 3泊4日の宿泊実習として「コミュニケ

- 5 -

これらの目的は、総合学科の学びにおいて必要

不可欠な生徒の主体的・対話的な学習や、個々の

生徒による科目選択や将来の職業選択を見据え

た学習のための素地を餐うことを指向したもの

である。したがって、コミュニケーションキャン

プにおいては、入学して間もない生徒同士が協働

して活動するアクテイビティを重要視しており、

これらの活動を通して生徒のコミュニケーショ

ンスキルの醸成を図っている。班編成においても

クラスや性別を間わず、クラス・男女混合の 10 

名による活動班を 16班編成し、それぞれの班に

外部団体のインストラクター 1名がファシリテ

ーターとして配置する。

本校では例年、コミュニケーションキャンプの

活動プログラムの計画は、担当する年次教員の裁

量によっで決定される。今年度、本年次がコミュ

ニケーションキャンプの企画検討においてとり

わけ重視したことは、生徒が自身の学びの過程を

振り返る活動である。文部科学省 (2017) 「2021

年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予

告」においては、近年の大学入試改革の一環とし

て、大学へ提出する調査書を始めとする書類につ

いて、高等学校における生徒の学習状況の様子や

特別活動の具体的内容や期間等の詳細な記述を



求めている。この高大接続改革の趣旨として、生

徒の「学力の 3要素」を多面的かつ総合的に評価

することが挙げられ、例えば現行の調査書の「指

導上参考となる諸事項」の欄が拡充され、記載す

る項目が細分化される等、高等学校在学時におけ

る生徒の諸活動を全て記載する必要がある。本校

においても、本年次より eポートフォリオを活用

して、生徒の学びを電子データとして蓄積するこ

とになり、生徒が自身の学習活動や特別活動の内

容をきめ細かく振り返り、記録することを習慣づ

けることが喫緊の課題となっている。こうした背

景を踏まえ、今年度のコミュニケーションキャン

プでは、生徒の活動班毎にカメラを貸与し、諸活

動の中で適宜記録を蓄積させ、振り返りの活動の

中でコミュニケーションキャンプにおける学び

の過程をコラージュとして模造紙に作成させる

活動を導入した。

2)活動内容

下記の表 lは、今年度のコミュニケーションキ

ャンプの活動内容を時系列で表したものである。

紙面ページの都合上、例年と活動内容がほとんど

変化していないアクテイビティの詳細に関して

は割愛するが、ここでは生徒によるふり返り活動

について述べる。

1日目の夜の講義の中で、 2日目、 3日目に行

われるマウンテンバイク・ツーリングと森散策で

の活動をコラージュとして作成する旨の説明を

した。生徒への指示内容としては、コミュニケー

ションキャンプにおける各班員の目的意識の共

有、コラージュ作成に必要な素材（どのようなこ

とを書くか等）の検討、写真は 1班につき 10名

以内とする制限の説明であった。そして、プログ

ラムが終了した 3日目の夜に各活動班で振り返

り活動を実施した。ふり返り活動は、①個人内で

のふり返りをしおりに記載する、②個人でのふり

返りを基に、班で共有する、③班での活動のふり

返りを模造紙に作成する、という手順でおこなっ

た。翌日 4日目の午前に、各活動班が作成した模

造紙を掲示し、生徒全員が全ての活動班の模造紙

を評価した。
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〈表 1 今年度のコミュニケーションキャンプの活動内容〉

時間 プログラム 内容

自己紹介カードに基づいて、氏名、キャンプネ
午前 移動・自己紹介

ーム、意気込み等を一人 1分以内で発表する。

インストラクター主導による集団活動プログ
1日目 午後 アイスブレイク

ラムを実施する。

講義「コミュニケーションキャンプの目 総合学科における学びの概要およびコミュニ
夜

的と内容」 ケーションキャンプの活動内容を説明する。

マウンテンバイク・ツーリング（奇数班） ルートを班員同士で検討させ、マウンテンバイ
午前

クで約 30kmを走行する。

指定された地図上の目的地へのルートを検討
2日目 午後

森散策（偶数班） させ、地図とコンパスを用いて到達する。

百人一首 クラス対抗で実施し、勝敗によって 4日目の飯
夜

盆炊器の食材が変わる。

午前 マウンテンバイク・ツーリング（偶数班）

午後 森散策（奇数班）

3日目 班別振り返り

夜

室内レクリエーション

振り返り全体共有
午前

4日目 飯盆炊提（カレー作り）

午後 移動・帰宅

3)成果

生徒には、コミュニケーションキャンプ前の平

成 30年 4月 3日（入学者説明会）に事前アンケ

ート (N=l63)を、コミュニケーションキャンプ後

の平成 30年 4月 12日に事後アンケート

(N=l61)をそれぞれ実施した。事後アンケートに

おける質間項目は以下の 10個である。なお、事

前アンケートにおいては「これまでのあなたはど

うであったか」という意味合いで、各質間項目の

表現を一部変えている。

［質問項目］ （事後アンケート）

①慣れない人々や環境の中で活動することの緊

張や不安が解消されましたか。
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2日目と同様

2日目、 3日目の活動の振り返りをし、モンタ

ージュを作成する。

※当初はキャンプファイヤーを予定していた

が、悪天候につき変更。

班毎に作成した模造紙を全体で共有する。

班毎にカレーを作り、食事する。

一人一言感想を述べる。

②性格や将来など、自分自身のことを改めて考

えることができましたか。

③人に言われてするのではなく、自分で考えて

行動することができましたか。

④困難なことがあってもあきらめず、最後まで

やり遂げようと努力することができました

か。

⑤課題や間題を見つけ、解決や改善に向けて行

動することができましたか。

⑥いろいろなことに興味を持ったり、新しいこ

とへの挑戦を楽しんだりすることができまし

たか。

⑦他の人に自分自身の気持ちや考えをことばで



伝えることができましたか。

⑧相手の身になって気持ちを理解したり、助け

合って活動したりすることができましたか。

⑨メンバーの特徴や状況を考え、よりよいグル

ープにするために協力することができました

か。

⑩グループ活動を円滑に行うために、進んでリ

ーダーシップをとることができましたか。

生徒にはこれらの質問項目について、 4段階の

リッカート尺度（4:そう思う、 3:ややそう思

う、 2:あまりそう思わない、 1:そう思わない）

で回答させた。各質間項目の平均値は表 2の通り

である。

事前アンケートと事後アンケートの結果と比

較すると、項目①は 0.42ポイント、項目③は 0.44

ポイント、項目④は 0.55ポイント、項目⑦は 0.59 

ポイントの上昇がそれぞれ見られた。とりわけ、

項目③、⑦に関しては、総合学科での学びに求め

られる主体的・対話的な学習の実現に向けて、生

徒の学びの姿勢が形成されたことが窺える。その

一方で、項目⑩に関しては、事前アンケートの評

価値が 2.25ポイント、事後アンケートの評価値

が 2.40ポイントと低い水準であった。ほぼ初対

面の班員とのグループ活動の中で自ら進んでリ

ーダーシップをとれるかどうかは、生徒自身の性

格によるものが大きいと考えられるので、 3泊4

日という短期間のプログラムでの大幅な改善を

期待することは困難ではあるが、アクテイビティ

の中で必ず一人 1回はファシリテーターとして

の役割を果たすように内容を検討することは可

能であろう。今後の課題としたい。

〈表 2 コミュニケーションキャンプにおける事前・事後アンケートの結果〉

種別／回答 4 3 2 1 平均 種別1回答 4 3 2 

事前 1 60 66 26 11 3.07 事前 6 83 61 16 

事後 1 88 64 7 1 3. 49 事後 6 107 46 8 

事前 2 57 75 27 4 3. 13 事前 7 29 65 55 

事後 2 50 82 27 2 3. 12 事後 7 68 69 22 

事前 3 21 72 66 4 2.67 事前 8 54 93 14 

事後 3 38 103 19 1 3. 11 事後 8 68 80 11 

事前 4 34 96 30 3 2.99 事前 9 55 92 14 

事後 4 95 58 6 1 3. 54 事後 9 64 77 19 

事前 5 26 97 37 2 2.91 事前 10 13 45 75 

事後 5 44 84 31 2 3.06 事後 10 20 42 81 

（註 l) 各アンケートの回答数Nは、事前アンケートは N=163、事後アンケートは N二 161である。

（註 2) 事前 5に関しては、未回答が 1あるため、 N=162である。

（註 3) 事後 1、事後 4に関しては、未回答がそれぞれ 1あるため、 N=160である。
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1 平均

3 3. 37 

゜
3.61 

14 2.67 

2 3. 26 

2 3.22 

2 3. 33 

2 3. 23 

1 3.27 

30 2. 25 

18 2.40 



3-2. 菜園作り

産社での校内活動の始まりとして「自己を見つ

める」ために位置付けているのが菜園作りである。

畑作業を通して食物の大切さと喜びを感じるこ

とはもちろんのこと、作物の生育調査を通して、

学校生活の自分の変化と植物の生長を照らし合

わせ、これからの学校生活に向けて自分を振り返

ることを目標として掲げている。

本年度は、生徒がトウモロコシ、保護者および

教員がエダマメの栽培を行った。生徒は 1班 8~

9名のグループで管理を進めていくが、授業とし

ては 4月に播種、 5月に間引き、 7月の収穫祭の

みである。教員からの指導は適宜入るが、その他

の管理については生徒たちの自主性および班の

チームワークに任されており、班内でコミュニケ

ーションと取って水やり等の当番を決め、その結

果が生長や収穫量に現れることとなる。特に本年

度は気象の影響も受け、台風の影響で苗が倒れた

ときは土寄せをし、猛暑で雑草の伸びは早く、生

徒たちは作物の生長に一喜一憂しながら共に 1

学期を過ごしてきた。さらに、新しい取り組みと

しては Classiを用いた生育調査、報告を行った

ことである。調査レポートや観察した際の写真等

の提出をアプリで行うことで、生徒ー教員間のみ

ならず、生徒間での情報共有が可能となると同時

に、生徒の学びのデータとして蓄積することでポ

ートフォリオの機能も果たす。

写真：トウモロコシの苗の生育調査

収穫祭の際には、栽培の面白さや収穫の喜びを

感じることはもとより、班ごとの管理の結果がは
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つきりと現れたトウモロコシを前にして、班とし

ての活動を振り返り、また自分の行動の振り返り

の機会となった。

3-3. 職場訪問

1)社会人講話「プロフェッショナルの話を聞く」

昨年度に引き続き、生徒の保護者に呼びかけ、

社会の第一線で活躍されている方の代表として

講話をお願いした。「社会・仕事を知る」の単元の

一つであるこの講話は、自分カルテの作成やグル

ープでの話合いを通して自身の生き方や大切だ

と思うことをまとめた活動と、夏休みに実施する

職場訪間をつなぐ役割を果たしている。生徒にと

ってもっとも身近な大人である保護者が語るか

らこそ、職業に対する思いや人生観などが心に響

き、単なる職業理解を超え自身の生き方と働くこ

とをつなげて見つめる機会となる。保護者の方に

事前に趣旨を説明し協力をつのった結果、今年度

は 11名の多彩な分野で活躍される講師をお招き

することができた。当日、生徒は関心が深い 2つ

の講話を選んで聞いた。講師の方々は親と社会人

という 2つの視点を絶妙に織り交ぜながら、まさ

に今この時期の生徒に必要な話をわかりやすく

語ってくださり、どの会場でも熱心に間き入り質

間する生徒の姿が見られた。また、参加した保護

者からは、生徒の前で語ることで自分自身と職業

の関わりを改めて見直す良いきっかけになった

との声が多数あがった。通常、保護者が授業に参

加する場合は見学形式が多いが、今回のような共

に授業を作る形式は多面的な効果が得られるこ

とを実感できた単元であった。



2)夏期職場訪問～楓告会

社会人講話をふまえて、今度は自分たちが職場

を訪間させていただき、自分たちの関心のある仕

事の実際や働くことを体験させていただく「職場

訪間」を夏季休業中に実施している。職場訪間は、

実際の社会に目を向け、自らの足で社会に踏み出

していく大切な機会である。また、訪間する職場

は自分たちの関心のある職業分野であることか

ら、自らの将来や生き方を考える機会ともなる。

6月以降の授業では、自分カルテに書かれた関

心のある職業分野に従って、同じような関心を持

つ生徒を 3~6名程度のグループに分け、希望訪

間先を考えさせた。昨年度から生徒自身が訪間先

を決め、アポどり交渉から計画・実施までを主体

的に行うという方法に変更している。変更の理由

としては、学校側が用意した体験先に生徒の希望

する職種がなかったり、受け入れ数等の関係から

第 1希望の体験先でなかったりして意欲的に取

り組めない生徒がいたという従来の間題を改善

することを意図している。また、分野によっては

企業や事業所等の訪間が難しい場合は、大学や専

門学校、研究施設などにおいて専門家の方に取材

をさせていただく形での訪問も許可している。

希望訪間先が固まったグループから計画立案

書の作成に取りかかる。担当教員の許可を得たグ

ループは、自らアポどりの電話を入れ、訪間趣旨

の説明と日程調整を行う。中には、複数の職場か

ら立て続けに断られたり、内諾を得ていたのに急

速キャンセルになってしまったりとなかなか訪

間先が確定せずに苦しんだグループもあった。必

要があれば学校からの訪間受け入れの依頼書な

どの手続きは教員が行い、生徒の主体的な活動を

後方から支援した。訪間先が確定したグループは、

最後に訪問計両書を作成して、当日の職場までの

交通手段、体験内容、質間内容など改めて職場訪

問全体の計画を立てさせた。そのうえで、現実的

な計両になっているか、グループ全員が主体的に

取り組めているかなどを確認する事前指導を兼

ねた審査会（集団面接）を実施する。

今年度は表に示したように 35の事業所等に

訪間受け入れを許可していただいた。数時間から

丸一日の訪間受け入れ（可能であれば職業体験）

をさせていただき、訪間後は、 Classiを用いて訪

間完了の報告と当日の写真を提出すること、そし

て訪間後 1週間以内に記録シートとお礼状を提

出させることとした。

夏季休業が明けて 9月の授業では、夏季休業中

の職場訪間での学びをポスターにまとめ、ポスタ

ーセッションによって学びを共有する。ポスター

セッションは 1発表当たり 15分として、 35の

グループの発表を 4つの時間帯に割り振り、多く

の職場について報告が聞けるようにした。職場訪

問およびそのふりかえり・ポスターセッションは、

希望する職業分野に進むためには、どのような進

路が望ましいのか。また、その進路を実現するた

めには高校でどのような学びが必要なのか。社会

で生きていくにはどのようなスキルを身につけ

ておくべきかなど、今後の生き方について多面的

に考える契機となっている。

写真職場訪問での活動の様子
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〈表 3 実際に生徒が訪間した事業所等〉

麒病院 JI CA地球肪It

イム仄富士賎合競 サンリオピ］一且う）ド

麹案医應セ刀ー HIS l11越支店

千代蒻龍 ガーデンヒル護貫館

蒻り保龍 翡社

埠谷児童館 ルネサ‘ノス仄菰ーツりうプ西国分寺

坂戸百教育委員会学校教籠員貝 龍庁

昧科学未麹 天使0雌

日本I翠院J＼王子打）It! う・ブう‘ノシュ大習店

埼玉卜3り衝島店 リこーミ1-V,')りIンターテインメ'JI

JAXA広社・員硫空菩セ‘ノダー 仄タジオマリオ

株式会社日立汎テムズ キ‘ノりレJート・

一般社団法人J'/t'1戎功炉刊け外協会 所沢市民文化セ）りー ミ1-j

韻アトリI 崎玉県晨農臆研究セ‘ノり一

テレピ棘 蒻牧場

teamLab 籠子ファーム

インダー仄りール棘 佐島牧場

旺輯鯖覇セ‘ノり一 庚鵡物公園

3-3. ヒアリング

1) 目的

「ヒアリング」は面接官 l人に対し生徒 5人に

よって行われる本校独自の口頭試間のことであ

る。もともとは、本校の「文部科学省指定：平成

15~17年度研究開発学校」で開発された科目「起

業基礎」（平成 15,--...,22年実施）において開発され、

取り組まれてきたものである。教科「産業」の授

業では、定期考査を実施することはなかなか容易

ではないし、様々な体験をしてきた生徒に対して

一定の「知識」を間うような筆記試験は必ずしも

有効ではない。そこで、普通教科や専門教科とは

一味違った評価のエ夫としてヒアリングは実践

されてきた。ところが、実施自体は散発的で、管

見の限りでは、前述の「起業基礎」、「平成 26年度

産業社会と人間」、「平成 29年度卒業研究」などで

しか実践報告が残されていない。また、カリキュ

ラムとしての位罹づけも整理されておらず、運用

面での実践報告は豊富にあるのだが、カリキュラ

ムとしての目的が学年によって「まちまち」であ

るのが実態であったようである。

これまでの位置づけは、第一に、考査がない科

目の多い教科「産業」に「学期全体のふり返りの

契機」とするものである。実際に、生徒は自身の

ヒアリング時以外の待ち時間の課題は学期をふ

り返っての「アンケート」や「まとめ」の記述が

課されることが多く、「相互にふり返りの効果を

高める」ことがねらいであることがうかがえる。

第二は、単純に表現力の向上を期待してのもの。

学びの成果などを口頭でまとめて発話すること

が多いために、自己 PRや課題研究の発表などの

スキルに対しても親和性が高く、同時に試験の緊

張感の中でこれらを発揮するという面で、面接試

験などを想定しての現実的な進路対策という一

i 面もあったようである。そのほか第三に（瞬発的

写真職場訪問ポスターセッションの様子
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な）思考力を育てるという目的を掲げている年度

もあった。

こうした推移をふまえて、今年度はヒアリン

グの目的を次のように整理した。



① 学期全体のふり返りの契機

② 表現カ・思考力の向上

③「付けたいカ・学習のねらい」の発信と共有

③を加えたのは、「活動あって学びなし」の状態

を避けるためである。通常、教科「産業」科目は

体験や活動が多く、そこが魅力でもあるが、一方

で、生徒にとって学習としての位置づけが十分に

為されない場合や、その為に自らに学期ごとの

「評価」の理由に納得ができなかったり、その評

価の理由を軽視したりする場合がある。そこで、

ヒアリングの質問によって、評価者側の観点を

「発信」し、「学習」として生徒自身をして、思考

する中で自身の中に落とし込ませる機能が重要

だと考えたのである。

そこで、質間項目をA・Bの 2種類に分け、 1つ

目の質間 (A項目）で、学習のふり返りと評価者

側の意図を考察できるような設間（たとえば、第

3回実施のA項目は「あなたの将来について、遠

い未来 (0000な「人間」になりたい、理想）、

中くらいの未来（高校卒業後どうなりたい、何を

したい）、近い未来（高校在学中に00を学びたい、

時間割選択）の 3段階に分け、それぞれの内容を

関連させて述べなさい。」）、 2つ目の質間 (B項目）

で、思考力を間うような設間（たとえば、第 2回

実施のB項目は「事前に配布した 3つの時間割選

択の例がどのような意図で選択されているか、話

し合いなさい。その上で、グループとして「時間

割選択を行う上で大事なポイント」を 1~3つ程

度の内容にまとめなさい。」）をすることにした。

B項目については、次期学習指導要領の内容をふ

まえてのもので、複数の情報を比較したり、総合

したりするような設間や抽象的な概念を自らの

学びや生活と結びつけるような設間としている。

以下は具体的な運用について報告する。

2)実施方法と内容

年 5回の実施を目指したが、先述の時間数の削

減もあり、本年度は年4回の実施となった。実施

の詳細については稿末〈資料4〉の教員マニュア

ルに示す。教員 1人に対して各クラス生徒 5~6

人による集団面接の形式で、いくつかの質問 (A

B2種が標準）に対して指名された生徒から簡潔

に解答していく。クラスごとに 20分程度の時間

を設定し、指定の時間になったらグループごとに

指定されたヒアリング会場に移動する。移動の際

に他のクラスの生徒との接触を避けるため、廊下

には誘導用の教員を配置することが望ましい。

解答の評価については、担当教員ごとに差が出

てしまうのを避けるため、〈資料5〉のように評価

用のマニュアルを毎回作成して、共通の晶準によ

って評価を出せるようにする。質問の内容によっ

て評価の観点が設けられているが、評価の方式は、

生徒の解答の状況にそってフローチャート式で

評価するものと、ルーブリック式で評価するもの

を質間内容に応じて切り替えて併用している。こ

のように 2種類の評価方法を併用することで、評

価の質を担保しながら話し合いや討論の形式に

しての評価も可能になっている。質問 lつ当たり

5点満点、話す態度、聞く態度、姿勢なども 5点

満点で評価に加え、質間項目数に応じて 1回のヒ

アリングで 15点満点が標準である。また、試間

担当者は20分の時間の残り時間の許す限りで「講

評」を行うのが望ましい。前述の評価の観点、付

けたい力の共有を目指す上では大事な指導の時

間となる。

ヒアリング以外の時間は、生徒は教室において

「ふりかえりワークシート」に取り組むのが通常

である。これらは、いわゆる定期考査の代わりと

なることを生徒には伝えており、定められた時間

内で毎時の授業ワークシートを見返したりしな

がら記述していく。ふりかえりワークシートの内

容は、限られた時間の中で幅広い内容について目

を向けられることが望ましく、拡散しがちな産社

の学習内容を整理することや学習成果の自覚に

つなげたい。

3-4．時間割作成

時間割の作成は、かなり理念的な指導要領上の

目標の中でも具体的に触れられているように、

「これまでの体験や学び」「自己の将来の生き方
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や進路についての考察」を反映して作成すること

で、これ自体がキャリアプランニング活動の中核

となるものである。「献立表の中から食べたいメ

ニューを選び出すような」選択にならないように

しなければならない。そこで意識したことは次の

2点である。

1)選択する科目が具体的に想定できるようにす

ること

シラバスの配布、科目群主任による講話、科目

群授業見学などがこれにあたる。特に専門科目に

関しては、体験授業の役割は大きく、年度によっ

てはかなりの時間数を費やしているのだが、今年

度は 2時間を確保することができた。実際には、

2者面談を通じての担任による指導もかなりのウ

ェイトを占めているように思われる。

2) 科目選択を一時的なものとしてとらえさせ

るのではなく、時間軸・生活軸の中でとらえさせ

ること

生徒が自身のキャリア、多様な選択について考

え、その中に科目選択を位置付けるようにするこ

とを目指す。今年度は前述のヒアリングの中で、

3つの選択時間割例を比較・分析して論じたり、

産社ファイルヘの綴じ込みに、「遠い未来」「中＜

らいの末来」「近い未来」の中敷きを用意し、それ

をもとにファイルヘの綴じ込みを思考させたり

した。いずれにせよ科目選択をその時だけの単独

の活動にしては全く意味がない。他のカリキュラ

ムとの有機的なつながりを作ることが重要であ

る。

3-5. 筑波大学見学会

1) 目的

平成 30年改訂の裔等学校学習指導要領にお

いては、「総合的な学習の時間」が「総合的な探究

の時間」へと名称が改定された。この科目では、

「自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題

を自ら発見し、解決していくような学び」が重要

視され、今の学習が自身といかに関連しているの
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かを生徒自らが見出す学びがより一層強調され

ている。すなわち、これまでは大学において求め

られてきた学びのスタイルが、これからは普通科

を含めた全国の高等学校において推進されてい

くことになろう。

筑波大学見学会は、高校での学びと大学での学

びの違いを認識させる目的の下に、「産業社会と

人間」において例年行っている行事である。本校

入学から約半年が経過している生徒は、産社を始

めとするこれまでの授業を通して、次年度から本

格的に始まる総合学科における学びのための素

地を身につけている。しかし、例年 12月上旬に

行われている来年度の科目選択を目前に控えて

いるにも関わらず、自身の興味•関心と学間との

関連性・親和性を見出せない生徒や、これまでの

中学・高等学校での学びとこれからの大学の学び

との違いを認識できていない生徒が少なからず

いる。こうした生徒の現状とこれからの教育界の

潮流を踏まえ、今年度の筑波大学見学の目的とし

て、以下の 3つを設定した。

(1) 大学の講義や研究施設の見学を通して、

「大学での学びとは何か」を考え、これか

らの自身の進路選択に役立てる。

(2)学術研究の場としての大学を俯鰍し、卒

業研究やT~GAP等の課題研究活動に

必要な探究的学習スキルの素地を養う。

(3)筑波大学附属学校の生徒として、親大学

とのつながりを認識する。

筑波大学見学会に先立って行った生徒への事

前指導では、これら 3つの目的と、 「「大学での

学びとは何か」（「学問を研究することとは何か」）

について、筑波大学見学を通してあなたが考えた

ことを 800字以上のレポートにまとめなさい。」

という事後課題を明示することで、生徒が学びの

見通しや目的意識を持って取り組めるようにし

た。



2) 日程

1日を通して実施された今年度の筑波大学見

学会の内容として、

(1) 大学教員•本校卒業生による全体講話

(2) 大学教員による模擬授業体験

(3)研究施設見学・研究室訪間

の3つを設定した。

(1) 大学教員•本校卒業生による全体講話

大学教員からは、筑波大学の学群・大学院等の

組織編成および大学における研究に関する講話

をいただいた。また本校卒架生からは、大学で専

攻している学問を深く知るためには、苦手な科目

を含め、学問の垣根を越えて学ぶ必要である旨の

説明があり、本校生徒にとっては総合学科におけ

る学びが大学における学びに直結することを認

識することができた様子であった。

(2)大学教員による模擬授業体験

〈表 4 筑波大学見学・模擬授業体験講座一覧〉

No. 講座名

1 英語学入門

2 比較文化へのいざない

3 生物の不思議『なんでだろう？』を化学する

4 木材の基礎的性質と高度利用

5 環境問題を多様な視点から考える

6 人と人工知能

7 電気の末来

上記の〈表4〉に、今年度実施された模擬授

業体験講座の一覧を示した。本校の科目群・系

列を踏まえて講座を設定し、可能な限り生徒の

希望に応じて受講する講座を決定した。

(3) 研究施設見学・研究室訪問

右の表 5に、今年度見学、訪間した施設や研究室

の一覧を示した。本校の科目群・系列に関連する

研究施設だけでなく、事前調査した生徒の興味・

関心に可能な限り対応できるように見学先を設

定した。

〈表 5 筑波大学見学・見学施設、研究室一覧〉

No. 施設見学先

1 体育総合実験棟 (SPEC)

2 生存ダイナミクス研究 (TARA) センター

3 遺伝子実験センター

4 プラズマ実験センター

5 中央図書館

6 士壌化学研究室

7 天然物化学研究室

8 農産食品加工研究室

， 量子化学研究室

10 大学院教育研究科
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3)事後レポートとまとめ

本年度の筑波大学見学会は、 「1. 目的」で列

挙した 3つの目的のうち、とりわけ 1) を重視し

た内容で実施した。以下に、事後課題において提

出された生徒のレポート内容の一部を抜粋する。

「大学での学びとは何か」 （「学問を研究するこ

ととは何か」）について、筑波大学見学を通して

生徒がどのように考え、感じたのか、生徒の率直

な感想を参考にしていただきたい。

一番驚いたのは、最初に行われた本校の先輩

の講義の「大学での学びは科目と科目の違い

があまりない」という話だ。私は科目ごとの

学びに関しても専門的な分野に分かれる為、

それぞれが独立していると考えていた。しか

し、実際は各科目の最終到達点が共通の内容

であるというような、科目同士の繋がりが見

えてくる内容であるといったことを知った。

(I G生、男子生徒）

研究することは人の役に立っための行為であ

り、自分の好きなことにとことん取り組み、

学ぶことで誰かを救えるかもしれないという

のは素敵なことだと思いました。 (IG生、女

子生徒）
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・ 私の考える大学の学びとは「自己責任」「誰か

に支えてもらう」「人生の準備段階」だと思い

ました。私は大学進学を目指し日々勉強をし

ていましたが、改めて大学について考えてみ

ると、難しい部分もあり、ほかの選択肢を考

えてみるのも良いのではないだろうかと考え

ることができたとともに安易な気持ちで大学

進学を目指すのではなく、何を学びに大学に

行きたいのか考えるきっかけになりました。

そしてこれを機に自分の人生計両をもう一度

見直し、科目選択に向け深く考えていきたい

なと思いました。 (I G生、女子生徒）

学間を研究するということは、自分の視野を

広げ、そして学間を追求し、理解し、学び合い

の中で深め合っていくことであると思う。私

は高校時代の学びがあってこそ、大学での学

びが存在すると思う。大学でより学問と身近

になり深めていくために、自主性と責任を経

験を通し少しずつ積み上げ、身につけなけれ

ばならないと思う。 (S G生、女子生徒）

大学での学びは「学術的な分野の垣根を超え

たバランスの取れた学習」であると考える。

なぜならどの学類においても他の学類が使う

ような技術や用語を使っていたからである。

これまさに IBのコア科目にある「TOK」にと

ても似ている。 「知の領域」には境目がなく、

すべてが重なり、バランスが取れて初めて「学

び」に近づけるという理論が大学の学びと共

通していると感じた。 (I B生、男子生徒）

3-6.福祉講話・特別支援交流会

福祉講話•特別支援交流会は、元来「産業理解」

で実施されていたカリキュラムであったが「他者

を知る」ことで「人間関係形成能カ・社会形成能

カ」の育成を図る上で重要なカリキュラムとして

位置付けられ、毎年「産社」の中に組み込まれて

いる。今年度は前段階として、「アイマスク活動」

をすることや、 「アサーショントレーニング」を

実施した〈稿末資料6〉上で、各クラス単位での



交流活動を行った。交流活動の相手校は以下の表

6の通りだが、筑波大学に多様な附属校があるこ

とを活かして、毎年実施することが出来ている。

〈表 6 特別支援交流会交流校一覧〉

交流校 日程

A:坂戸支援学級 11/20（火） 3• 4限来校

対応

B:附属聴覚特別支援 11/20（火）訪間

学校

c：附属大塚特別支援 11/13（火）訪間

学校

D:附属桐が丘特別支 11/20（火）訪間

援学校

3-7. ライフプラン

3学期（本校では 12月～ 3月で設定）の「産

業社会と人間」は、 1年間のまとめとしての「ラ

イフプラン」の作成および発表が中心的な活動と

なる。 1 ・ 2学期の「産社社会と人間」の学習で

は、自己を見つめ直したり、多様な他者と協働し

たり、職業や社会の一端を垣間見たり、上級学校

を訪間するなどの経験を通して、「高校で何をが

んばりたいか」「社会で生きていくには何が必要

か」などを考える活動に取り組んできた。そして、

それらの活動をふまえて、自分がどのような生き

方をしたいのか。人生の PDCAをどのようにデ

ザインするのか。その中でも、すべての起点とな

るP （夢・目標）をどのようにデザインするか。

これらを「ライフプラン」という形で具現化する

ことが「産業社会と人間」での学びのまとめとな

り、 2年次以降の学びや今後の人生の歩みの目標

としてもらうものである。

ライフプランの作成にあたっては、自分自身の

これまで（興味•関心・適性など）をふりかえる

ことと、近い未来（高校 2・3年次）、遠い未来（高

校卒業後～上級学校～社会生活）を現在の興味・

関心だけでなく、自分たちが社会に出るころの社

会のあり様や求められる人材像などをふまえて

具体的に描く取り組みにしたいと考えている。そ

こで、「マインドマップ」の手法を手がかりに、ラ

イフプラン作成に向けた材料集めに取り組ませ

た。

「マインドマップ」は、イギリスのトニーブザ

ン氏が 1970年代に開発した思考法・発想法で、

センターイメージから派生するプランチに関連

する単語を乗せて、そこからさらに連想するよう

にプランチを伸ばしていく。授業では、いきなり

ライフプランのマップを描かせるのではなく、一

般的なマップの書き方を習得することに重点を

置いた。①イルカの生態（簡易な文章に書かれて

いる内容をマップ化する課題）、②ペットボトル

（具体物からイメージをふくらませてマップ化

する課題）の 2種類の課題を課して、マップ化の

手法を定着させるようにした。そして冬休みの宿

題として、自分自身をテーマとしたマインドマッ

プの作成とマップを元に自分のライフプランを

1 6 0 0字程度の作文にまとめることを課した。

マインドマップは、セントラルイメージ（テーマ）

から関連するワードを連想ゲームのように直観

的に紡ぎだしていくものである。自分自身の中で

言語化・整理されていない概念を見える化するこ

とができるのである。そして年明けになると、ラ

イフプランのH R発表会や学年発表会でクラス

メイトの興味•関心や将来像などを共有し、自己

理解•他者理解を一層深めていく。中にはあまり

思い出したくない過去や、自分自身の見たくない

部分に向き合うことに苦悩した生徒もいたよう

である。一方で、そのようなハードルを乗り越え

ようとしている自分にも気づくことができ、前向

きに作文の執筆に取り組むことができていた。そ

してそのような思いを持っているのは自分だけ

ではないということに発表会を通して気づくこ

とができた。
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3-8.校外学習

1)全体の概要

カナダ校外学習は、ブリティッシュコロンビア

9州の都市バンクーバーで平成 31年 3月 12日か

ら19日の 6泊 8日の日程で実施した（資料 1行

程表参照）。過年度学年からこの時期のバンクー

バーは雨が多いと間いていたが、今年度は全行程

で天候に恵まれ、全てのプログラムを滞りなく行

うことができた。今回のプログラムは「ホームス

テイ」「現地学校との交流会」 「課題研究活動Jの

3つを大きな柱としている。 25期生はコミキャン

の時から学年の目標として「 Challenge! 

Charge ! Change !」を掲げているが、この校外

学習でも実際に現地にいったからこそできる体

験を大切にしたいという年次の思いがあった。そ

こで、生徒が自らテーマを掲げ、様々な人たちと

関わりながら多文化理解はもちろん自己理解を

深める体験ができるプログラムを活動の中心に

据えることとした。以下、 3つのプログラムを生

徒の反応を含め事後報告する。

2) ホームステイ

一つ目の柱であるホームステイは、ホストファ

ミリーとの「生活」を通して外国の習慣や文化を

肌で感じることを目的としている。現地の方の暮

らしぶりはホテルステイでは見ることができず、

ホームステイをしたからこそわかることが多い。

住環境や食事、家族のあり方など生徒にとって身

近な観点から関わることで、異文化のみならず日

本での自分の生活を改めて見つめる機会にもな

ると考え実施した。今回はバンクーバー市内から

少し離れたところにあるリッチモンド地区、バー

ナビー地区、サレー地区の 3ヵ所に分散し、 1家

庭 2人で 5泊行った。ホームステイ先は出発 1週

間前に決定、ホストファミリーの急な予定変更等

により当日まで若干の変更が生じたが、多くの生

徒は事前に知らされたホストファミリーの Eメー

ルアドレスに挨拶のメールを出すなど出発前か

ら交流をしていた。
〈図表 7 生徒がライフプラン執筆前に作成し

ホームステイはバンクーバーに到着した初日
た自分自身のマインドマップ〉
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から始まる。旅の疲れと緊張からこわばった表情

の生徒が多かったが、ミートポイントに着くとホ

ストファミリーが非常に暖かいウェルカムセレ

モニーで迎えてくださったため、多少不安な顔は

していたものの元気に各家庭へと向かった。毎日

のプログラムはだいたい夕方には終わり、生徒は

それ以降翌日の朝までの時間をホストファミリ

ーと過ごすことができる。更に、限られた滞在日

数の中でできるだけ交流を深められるよう、滞在

期間中に週末を含め丸一日ホストファミリーと

過ごせる日を設けた。アメリカとの国境に連れて

行ってもらった家庭もあれば、友達家族とともに

ショッピングモールヘ行った生徒、ステイ先の子

どもの友人たちと遊びに行った生徒など過ごし

方は様々であった。生徒の日誌を見ると、 3 日目

くらいから英語にも慣れてきたという記入が目

立った。それを考えると、あともう数日多く滞在

できれば、更に気づくこと・学ぶことが変わって

きただろうと感じる。多くの生徒がはじめは単語

でしか話せず言葉の壁を感じたといっていたが、

ホストファミリーがたどたどしい英語にも熱心

に耳を傾けてくれたり、自分のいいたいことが伝

わる経験をしたりする中で、日を追うごとに英語

に慣れてきた様子が見て取れる。壁と思っていた

ものが”人と人の生のコミュニケーション”を

通じて取り除いていけることを実感し、改めて英

語学習への意欲を裔める生徒もいた。

［生徒の反応～生徒の日誌から～］

1日目

英語があまり得意ではないから、ホームステイ

先で話せない不安と緊張でディナーがのどを通

らなかった。また、 ”Don't be Shy !’'と何回

か言われたのが少し悔しかった。

4日目

ホストシスターの友達と遊びに行った。現地の

高校生の会話や遊び方をリアルに感じることが

できた。少しずつ英語が話せるようになってきて、

レストランで店員さんに声をかけて紅茶をもら

うことができた。成長した！

5日目

カナダに来てからいろいろな人と話して、日本

よりもしつかり挨拶したり感謝を伝えたりして

いることに気づいた。初めて会った人にも名前を

いって握手やハグをして、ご飯の時はつくつてく

れた人に感謝の言葉をいっていた。

6日目

グランマがとても優しくしてくれたので、最後

ハグしてくれたときは涙が出そうだった。ホーム

ステイのおかげで英語にも慣れたし、前よりも会

話ができるようになった。

3)学校交流

二つめの柱である学校交流は、リッチモンド地

区にある Richmond Secondary School と

Mcroberts Secondary Schoolに 2クラスずつ

赴き丸 1日交流を行った。 Richmond Secondary 

Schoolはこの地区でもっとも歴史のある学校で

あると同時に、 IBプログラムを導入している学校

でもある。 Mcroberts Secondary Schoolはフラ

ンス語と英語のバイリンガル教育を取り入れて

おり、芸術分野に力を入れている。どちらも工業、

商菓、家庭科など本校にもある専門科目も開講し

ており、日本の総合学科に近い印象であった。こ

の学校交流は、同じ「高校生」同士だからできる

交流があり、それが互いをより深く知る助けにな

るとの考えから、年次としてどうしても入れたか

ったプログラムである。これまで本校のカナダ校

外学習は 3回行っているが、現地校と交流会をす

るのは今回が初めてであった。他の国での交流会

経験から、事前に学校間でやりとりをした上で交

流会を作り上げていくものと想定していたが、実

際にはリッチモンド地区教育委員会及び間に立

つ現地業者を通してのやりとりしかできず、王直

行く前はプログラムの全体像が見えない状況で

あった。しかし、実際に行ってみたところ、いず

れの学校も生徒がより密に交流を深められるよ

うスケジュールを組み、学校をあげて交流会に取

り組んでくださっており、想像以上に充実した交

流会となった。
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交流会前半はウェルカムセレモニーを行った

後、生徒 l人にバディが 1人つき学校を案内して

もらいつつ、数学や理科、写真、調理、アート、

CADなど多彩な授業に参加した。教室の作りはも

ちろん、授業中の生徒の参加態度や話合いの仕方

など日本と異なる雰囲気に驚く声も多く聞かれ

た。後半は本校生徒が日本文化をグループで紹介

する文化紹介を行った。訪れた現地校生徒の名前

を本校生徒がひらがなに直し、それを現地校生徒

本人が習字でしたためるという企画や、割り箸で

鉄砲を作る企画、百人一首や 2人羽織を紹介する

企画、アニメ文化を伝える企画など内容は多岐に

渡った。いずれの学校でも、非常に好評で現地校

生徒が各ブースを楽しんでまわる様子が垣間見

えた。

［生徒の反応～日誌から～］

・同世代の子とは話しやすかったし、日本のテレ

ビやアニメ、食べ物を知っている子が多くて嬉し

かった。様々な国の子がいて、服装も好きなもの

もバラバラでとても自由なところだと思った。

・バディがとても親切に英語を伝えようとしてく

れていたのが嬉しかった。カナダの学校の授業は

日本と違いドリンクを飲みながら受けたり、グル

ープワークを多用していたりして自分の意見を

積極的に話していた。

・英語は苦手だし、バディが何をいっているのか

わからないところもあったけれど、バディの人が

友達とふざけ合ったりしているところを見ると、

言語がただ違うだけで私たちと何ら変わらない

んだなと思った。

・バディと英語の失敗を恐れず多くの会話ができ

て本当によかった。文化交流会では多くの人に楽

しみながら日本の文化をしつてもらうことがで

きてうれしかった。

4)課題研究活動

課題研究活動は、カナダ現地での研究活動を設

定し、生徒自身が課題意識と見学コースに基づい

て目標設定を行う。その際に事前に活動計画書を

- 19 -

提示し、現地で実現可能な計画を立てることが、

本年度の取り組みである。前段階として、「アカデ

ミックスキルズ」の時間を設定し、その中で基本

的な「調べ方」を学習している。図書館の活用、

書籍の見方、図鑑・年鑑類の活用、論文検索サイ

トの利用、論文の見方、参考文献の書き方などが

指導項目になる。今年度は、時間数の都合で活動

も含め、 2時間にかなり凝縮した内容になってし

まった。「間いを立てる」〈資料 7〉「問いを深める」

といったプロセスを経て、生徒には活動計画書を

2度にわたって出してもらった。 1度目は稿末の

〈資料8〉「評価シート」に採点を記入した上で返

却しており、課題研究を行う上でのポイントを簡

略化して発信することによって、「間いを深める」

ための手だてとしている。

事後の生徒の声としては、やはり「事前の調査

や研究方法の設定が廿かった」ことや「研究課題

の設定が漠然としすぎていた」、「実地のコミュニ

ケーションをとる段階で課題が見つかった」など

事前に予想された困難（たとえば〈資料8〉の評

価項目）がほとんどであった。事後の反省を通じ

て、ようやく内面化されているようではある。 2

年次の「T~GAP」で取り組みとしてどのよう

に変わるかで成果を評価していきたい。

［生徒の研究課題］

ここでは生徒の特徴的な研究課題をいくつか

挙げることで報告に代えたい。

0メープルシロップを日本で特産品にできるか

概要）国産の秩父で生産されているメープルシロ

ップの生産法や販売についてフィールドワーク

を行い、カナダの名産であるそれと比較研究を行

う。実際にカナダでも森林での植生や販売店での

扱い方などを調査した。

0日本とカナダのボランティアにおける考え方

の違い

概要）「ボランティア」が法制によって義務化され

ているカナダでは、ボランティアに対してどのよ

うな意識が醸成されているかを見る。実際にボラ

ンティア団体へのインタビューや活動への参加



率、意識調査を計画した。

0日本での住みやすさとは異なるバンクーバー

の住みやすさ

概要）なぜバンクーバーが世界で最も住みやすい

都市と言われているのか、日本の住みやすさとは

異なる要因となるものを明らかにする

0若い人が海外に行くきっかけになるような観

光本とは？

概要）カナダにおける日本文化に対するイメージ

期待するものなどを 4種のインタビュー調査を

しながら明らかにする。 など

4. 課題と展望

ここまで、今年度の実践報告をしてきた。年度

ごとの課題意識をなるべく継承しながら、新たな

課題に取り組んできたつもりだが、やはり過渡期

のやや強引な運用は否めないように思う。ただ、

来年度も 2単位での実施が決まっているので、今

年度の報告がいずれかの参考になれば、と思う。

現時点で見えてきた課題を申し送り、本稿の結び

としたい。

1)課題量のコントロールとフィードバックの質

的向上

繰り返しになるが本年度は例年の単位数の半

分で実施している。その為に、カリキュラムの内

容を精選しているが、これまでの研究開発の経緯

からすれば、本来的に削減しきれるものではない。

「産業理解」的な要素や、「キャリアデザイン」の

初期の構想に入っていた要素なども、「産社」が目

指す生徒の望ましい達成段階を達成しようとす

れば、必要だからこそ構想されてきたのである。

もちろん、精選には指導内容自体を見直す効果も

あるが、全体として「教員•生徒の多忙感」は否

めなかった。必要な学びを担保するために「L H

R」なども弾力的に運用したが、最も活用したの

は課題として、時間外の時間を運用することであ

った。そして、そうした指導にあてる労力も結局

時間外にあてざるをえない。

さらに、次期指導要領を見すえて今年度は授業

の方法を見直された教員が多かった。それ自体は

たいへん良いことだが、アクティブラーニング等

を念頭に置いた授架では、活動のふり返りや成果

物は提出の形をとることが多くなりがちであっ

た。全体としての課題の多さは「産社」の課題と

も重なって、生徒には負担が大きかったのではな

いかと思う。結果として提出率が下がる、成果物

の質が下がるということはなかっただろうか。

こうした間題は、今後も起こりうるはずで課題

の量を全体として見すえられる立場がコントロ

ールしていくような仕組みが今後は必要だろう。

さらに大事なのは、提出された課題のフィードバ

ックが課題の返却を通じて為されるように授業

者が精査することである。懸命に出した提出物に

きちんと反応がある、指導があるということが、

生徒の学習への意欲を喚起する基本であるから

tよ‘

2)圭徒との目的意識の共有

もっひとつの課題はカリキュラムのねらい、目

的意識の共有である。ヒアリングなども通じて目

的意識の共有や指導の内面化をはかってきたっ

もりであるが、やはり単元が週替わりになったり、

同時並行で進んだりということが、生徒の目的意

識の醸成を阻んだ部分があるのではないか。

科目、カリキュラムの精選は「マネジメント」

として、今後必要な過程であることは疑いない。

ただ、「産社」が総合学科の基幹であることをふま

えて、「拙速」に堕していなかったか、大事な機能

を失いはしなかったか、は気にかかるところであ

る。「覆水盆に返らず」の故事にもあるように一度

取りやめたものを取り戻すのは難しい。「T-GAPJ

「卒業研究」の 3年間を通じて経過を検証してい

きたいと思う。

〈参考文献〉

文部科学省『高等学校学習指導要領』 (2009年）

文部科学省「キャリア教育の推進に関する総合的

調査研究協力者会議報告書」 (2004年）

中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア教

育・職業教育の在り方について（答申）」（2011年）

筑波大学附属坂戸高等学校『研究紀要』第 30~55

集 (1991~2017) 
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H30 産業社会と人間 年間指導計画

各時限の四容
No 月 日 七題 甲ヽヽ,ープ' 

| 5H寺ll艮 6H寺限

゜
1 7-10 自然体験を通じて自己1他者岬解を深める コミニュケーシロンキャンプ コミュニケーションキャンプ

1 4 13 「産業社会と人間」を知る～三年間の学び～ オリエンテーション 咲社ガイダンス

2 4 20 菜園作りを通じて自己／他者理解を深める ttカイ動イ本験 浮沖土封引索l｛乍り(t番祠i)

3 4 27 自己カルテ作成（仮） 自己を知る 自己分析ツール、アンガーマネジメント

5 4 

4 5 11 思考の深・広・鋭化～「学び」の共有～ ヒアリング① A 自己理解、 B観 察 ず る カ ・ 細 分 化 す る 思与

5 18 体育祭準備

5 5 25 筑坂での学びを知る 学びを知る 禾斗目群↑：任講話／科目選択の諸注意

学
6 6 1 自ら動き、仕事と社会を知る 社会・仕事を知る 耶炒易・方釦設財j間計画～ガイダンス・アポ取り

甘Jl 7 6 8 生涯学習について考える 学びを知る 学びの計画凸作成

8 6 ， 自ら動き、仕事と社会を知る 社会・仕事を知る 1呆渡者講話（私はこう働く、社会貞献ずる、「学び」への忠い）

， 6 15 筑坂での学びを知る 学びを与える 科 目 群 授 業 見 学

10 6 22 思考の深・広・鋭化～「学び」の共有～ ヒアリング② A 学びのデザイン、 B 観察するカ・発想力

11 6 29 筑坂での学びをデザインする 学びを考える 科目選択予備調査入ノJ I 1学期賑り返り

7 6 期末考査期間

12 7 13 白己／｛也者士甲解を深める、社会／什ポを知る 協働休験・ t1会・イI1,：を知る 収穫祭準備＆職場・施設訪間直前オ旨導

13 7 14 収穫を通じて自己／他者理解を深める 協働休験 菜園収穫祭（保護者と・緒に）

7 20 終業式

実社会の中で「仕上」を体感する l[哉場体険
夏期イ木業中

社会を知る
祖土会・イ」：1子を知る

オ辰り返り

1 ， 7 体験（学び）を言語化する 祖こ会・仕事を知る 賠碑パ本彫tす辰り返也）•発圧灰準イ崩（ポスターセッションとは）

， 14 月叫授業

2 ， 21 体験（学び）を共有する 社こ歪炉tビl;：を知る 耶哉Jふ｝休験報古会・ポスターセッション

3 ， 28 世界を知る（為の方法を知る） （国際）社会を知る アカデミックスキル（調べ方・資料の見方）

4 10 5 世界を知る （国際）社会を知る 中交外学習事前指導・カナダを知る

5 10 12 学問と自分自身の生き方を考える 学びを与える

学 6 10 19 学問と自分自身の生き方を考える 学びを考える 筑波大見学
期

7 10 26 思考の深・広・鋭化～「学び」の共有～ l:::アリング③ A 社会・自己・学習のあり方、 B 観察する力、リテラシー

8 11 2 筑坂での学びをデザインする 学びを考える 時間割作成相談会・時間割作成（科目群科目）

， 11 ， 他者との関わりの中で生き方を考える ｛也者を知る 交流会準備（福祉講話）・時間割作成（一般選択科目）

10 11 16 他者との関わりの中で生き方を考える 協働体験 特別支抜校との交流会準伽※実施は20n

11 23 勤労感謝の日

11 30 

l 12 7 筑坂での学びをデザインする 学びを与える i受業時間割本入力 I 2学期振り返り

2 12 14 自分が住む批界を考える （国際）社会を知る カナダ班別学習準備

3 12 15 自分が住む批界を考える （国際）社会を知る アカデミックスキル（調べ方・賓料の見方）／カナダ班別学習準価

12 21 冬期直前指導

冬期休業 自らの進む道を考える 総合 「ライフプラン」宿題

4 1 11 白らの進む遣を考える 総合 「ライフプラン」HR発表①

l 18 柑入試諜点日

戸了` 5 1 22 白らの進む道を考える 糸咎4令 「ライフプラン」H R発 表 ②
男l

6 1 25 自らの進む道を考える 総合 「ライフプラン」H R発表会③・賑り返り

7 2 1 1年間の学習内容を発表する 総合 「ライフプラン」年次発表会

8 2 8 1年間の学習内容を1年表する 糸念令 研究大会準備＆リハーサル

， 2 15 1年間の学習内容を発表する 絲含合 h]「究大会 (1受業公開＋ライフプラン代表者発表）

10 2 22 思考の深・広・鋭化～「学び」の共有～ ヒアリング①／総合 A2年次への胞負、 B協働する力 1 年間振り返り

3 1 追考査日

3 8 卒業式

言十 37 

〈資料 1 平成 30年度「産業社会と人間」年間計画〉
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平成30年度「産業社会と人間」活動予定模式図

キャリア設計能力
（学習進路計画・習慣形成など）

情報活用能力
（情報収集応用・社会理解など）

意志決定能力 人間関係形成能力

（目標設定・自己調整評価など） ； （自己他者理解・表現カ・協働性など）

コミュニケーションキャンプ

4月

自分カルテ

5月

6月

科目群ガイダンス・進路講話

職場訪問計画・準備

社会人講話

時間割仮入力

菜
園
作
り

7月

職場見学・体験

8月

q月

10月

I I月

職場訪問報告会・ふり返リ

産業研究

・上級学校研究
アカデミック

筑波大学見学 スキルズ

時間割作成相談会・面談など

時間割本入力

福祉講話

特別支援学校交流会
計画・準備

特別支援学校交流会

12月

1月
ライフプラン作成•発表会・相互学習

総合学科研究大会

2月
ヒアリング④

3月
カナダ校外学習

2年次「T-GAP」、 3年次「卒業研究」へ
社会を生き抜く力、人生を楽しむ力、周囲と助け合える力を育てよう！

〈資料2 産社活動予定① （付けたいカベース）〉
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〈資料3 産社活動予定②〉

18産 業 社 会 と 人 間 2018年 6月 21日実施

塵 社 ヒアリング②教員マニュアル

印ヒアリング実施の諏れ 平成 33年 e月 22口＜金） s/e聘諏自

•印曰 6/21 （木）蝙SHRにて「事翻公闘翼料」配布• S H Rにて説明
安生徒は、喧定の時閲になったら各自名会漏に移動する。
翠別緻「邑クラズの動き」に事じて 主観は社会人講話のお礼訳を作咸する

1ミ！T［S
<HR 担当＞令＂•吉閾・対疇・責醸

? 出欠暉累B
13:20 

く会霞作成＞古憲•多田 J 藤野安願

峙霞 ヒ：アリング
＾ 

巳 C 

゜
E F 

B1Fホー］レ 商ナ ヒ実 多自在涅竪

1S2S 
t 口組 多田 き瞬 匹 置醒 童量璽予 古零

1Sに45
1砂

t C 組 多田 き障 完 責鵬 麟璽予 古零

1410 
14:15 

t D組 多田 き厩 対疇 置躙 輯 古零
14ぶ琴

1440 
t ＾ 組 多田 き回 四峰 齊 llli 暉冒 古零

1 S C  
縫了次莞、各会纏の片づけをお顧いします．

15tco 

t まとめ 各 HR-<：HR饂当：＞令野・吉圃・対蝙，斎醸

15C  

巨］グルーブ3けと会遍

G 甲

圃 下 等

安” 令匿

空 令璽

安置鼻 令璽

安量暑 令聾予

＊各グループのメンパーぱランダ ム に 分 け て い る の で 、 表 の 番 号 順 の よ う に 鍾 ん で 座 ら せ る

グ）レーブ名 壬い愚

＾ 巳1Fホ -J
巳

C 屡螂ティン室

D ピジネス実践室

E 
F 多 自 的 室

G 

日 HR管嘩

ヒアリングの基本スタイル

女 ｛教員）

机 1

OCりCり＠〇
『ワループ分けー賣渾緻）」の

名簿の左から順lご tた追3番へ董零

-I -

〈資料4 ヒアリング教員マニュアル〉
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匿社ヒアリン吟（質問項目と評眉の罰点）

「これからヒアリングを始めますこ釦日に対して、指名さ幻さ人は簡置に明置に笞えて下さい」

※ディスカッジョン中にチIッ9する9頂

.-
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1
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【編合（キャリア設計能カ・胃爾慄案活用・恵志決定能カ・人問開係形成）l

質問1：事前に昆!!lしだ3つの隠問琶選択の例がどのような璽図で選択されているか、岳し合いなさしI,その上で、グ！いプとして「碍問割置択を行
う上で大事なボイント」を1~3つ程度の内唇にまとのなさしし

諄眉の＂点

碍問割選択の例について ＂価

2
 

滋r 
｝恥閉昇野紐」ん此）

0さ加と同じで、 J It夕→ンは
，＇」の貰で判罰してあげ □屯；し＼s

3 

渭やガイダンズプック、櫃者の息見と）

主＂のみにとどまる

問主罰化されている

4

5

 

r膿韻を円濤1こ這めるだめのふるまい」について評囲します心

・鴨存9昇四吃託9占黙呟叫想翌農とら襄合繁］ など）
A I［見を叫しだうえで、結合したり、取惣選択したりする発区

上記のうちの1糧を漏だず.(2檀以上の還合はB項目にm貫しても良い.)

5
 

4
 

上記のうちの3糧～1壇いすれかを潟だす々（際に応じて1壇類につきOO点1)

C I上記のいずれも見曼けられない。

2
 

〈資料5 ヒアリング質問項目と評価〉
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織鑽融書と人轟 20頂Jaド[ 9葦t}織i)量t
．鵬社書と人朧 209890>92 t攀()●{ 9●{ 

(2)ア 4マスタ澪動

〇滲戴の直れ

<Dク9スを裏たいで出露書鴫が胃じ書臀胃＊てベアを作る冷（欠庫暮は遍宣篇克J
②喜ペアで澪鶴纏鎗＊ピちらか-方が鶴導し`-方がアィマ:<?をつけて夢く命ただし以下"

ミ?シ・ンを朧たすこ t1 
@IS分て讀馨筏とアfマスタ霰は交讐する合

R囀攀 (AD)纏は i康： 00` 復攀 (Bl織は 15 : 00に暉F*-ルに暢譴する．

如↓;::：：；：：:、と：；：；；をとって農？てきてよい,)

燎多教宣は授露中なのて移鰤中“息農E,.!

ミッシ蕊ン 1（出露書臀別）次のII鵬て拿いてみよ'"予鱒してみよう！

くダル-ブ＾：鶴徽贄2~20本 B1鑽敷讀22へc,膏鰊囀I~m,09膏朧魏29~）

B^ 濃リ・下➔C鑢げ→＊鴫ス予-ジ上，，鴫子に霞•"ける

B鑢（正門鯛）疇讚→ 2F→0讐 2F令喪鴫覆→翼蜂口→出ですぐの纏え込みの魔奮疇く

喰申糞のペン手に襲襲桑19長

C 8饉｛良蝙t11) 疇貴→3P＊目鰭黛左疇 ’1 て-層➔B鑢＊央糟鰻➔AC鑢竃 'I.下➔C菖→
霧疇口...多胃的交識鴨入ってすぐ右の攀璽の電棗を点ける（清す） →4Xに朧る

0 1!1●富に人る→鰤書主-彎とる→4 スに朧る→本を元に農 'f< ➔ alll （三門鱒）疇霞→
2F令鼻鴫口

ミッシ鶉ン2 （ペアの蠣繊鰐）次の養逢行麟をじてみよう！

ペア.,繊繊が｛胃性の鴫含）トイレに入'L淳式艶隋に朧鑽ける
（翼性＂嶋舎） ＊鴫て鰊口をひねって水を出す（水を止める）ゥ

ミ..,シ這ン 3 （鑽禽遍綱）次0曝精のt9ずれか象遍び｀甑箪してみよう 1
•璽慧雙〇囀て輝＂蟻子t 鱒馨覆に鴫<.
・瓢會鶴•稟で行き｀鳥曹鴫小暑を麟•積と瓢す．
・霊皇璽皇"(ff,.鱒攀してもらって●を 1? 9する事
・盪璽門（女子肇讐大鯛）烹て行き、議攀してもらって繕凛繍9ごタッチする＊

9D機鵞糟がいを糟った方が校内を拿いた順に最も庸険だと蝙じるところはどこてすか？
電諭も含め，，記入し，，ください．

②アイマスク＊付けた状麗て呈簿上最も國●だと蝙じた行鶴は1'1てすか？珊幽も會めて記入

してください給

③輯事をする側はどういった事かけや工夫が必璽だと爆うか？

R （金体を遁じて）曝簿．囀えたこと

［＊己鰐儡～遭虞,.,_.,．藪をぬろう～J
(T>~..9食＇ く書蕩｝ げ 9た9

績構；；に授農I:lit'）纏んだか ・・・ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
＂碩事がよく疇 111-fきたか・・・女女女女女

〇奪軍社全と人羹"'" 1拝薗書名＂ （奪II棧全とA纏99"’ 1辞簡書名鯖

アサーティブな覆曝を＊1：：：つけよう （●●2l『ドラえも＾』の豊鴫人鬱にならって畠分の金饂を分帆しよう！

MEMO 曾囁人＊ 舞翌 良い方向に働くと 欝tl方向に働lくと‘’

ド？えもん 分街•本資贔罐翌 逼＊・中身の串る会話 言い週ぎで人篤円定

gu太 本餡轟言翌 素遍嗣讀統lII和的 攣知，単籍｀わがま表

ジャイアン 讚鰐達求笠 秦顧ァ籍逢カ・饒れる 独纂｀ーう暢

Aネ文 ｛空気J 纏惰型 鳩鯛伶 J}スケ八守ジ 専性ァ保身

しオか ( )¥'! 一ーr•-----------
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ベネ宍 ： 
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〈資料6 ワークシート上：「アイマスク活動」下：「アサーショントレーニング」〉
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（鑑璽社＊と人疇1”” 1尊 II! 響名前

r．い」霰立ててみよう 9～カナダ鱈＂＋攀•'：：”けて～

[STEP① 1 
臼書皇濤やニューズ”“や駅“の記事、峡墨の9シーンにの中に r1 Jゃr?Jを輝t

[STEF② l 
f I 』や r'? 」 `3つの呵い萱“み合わせてJ 嶋•}下げる・<,

[STEP@} [STEP@l 
作った鴫いの書えを子纏する“贔鑓、）令 ““t亀嶋攣する量鋳や饂鴫＊蘊竃含えを

たとえと『9•

1 『パンクーバー”纏0』 0tシーンかう• 1)デーブ＇＂二霞 t=“̂
＂工遷-1‘`.重”"‘9.t喰入れられっ芥•I

＂鬱曇 02●口・蝙に鬱じウやすい』

Af・̀ 、事“”」一予疇 』

C『冷•`"’”?』ーテ●'to●納璽•m攣鑢”少ないか’"me·う）。』
⇔賣攀轡璽＇囀「 I
cm11攣攀9字 ー ワ ー ドr事攀Jr2・J

ー貴1讐•”『纏翼•戴代の鴫露●ー'·代．．．a曰攣比•J
じ2000事ヨ9 大疇文化＊零『●竃疇寅疇冑••n』9

移罠議世代とは、躙に同行して移ぽしてきた子供世代＜苓5世と呼ばれる iおよび認注鎌に認

注先で主土れた2也まとはそれ以髯の世代を障し、図らn認サ‘生のマ§!）や菖漕，，，胃い鵬Iゲて囀= も口叩tなが叩

Imi四吐心社）と酔ふそして遍応こ区割して嘩什ヤいへ需字があ己同化（い芯＄叩吐砂）と

ぱ轄罠グループが文化費唇 (m¢eItm吐加）によって出聾地の文化を宍い、コアウIt4ー プ の

マ化を•得することであ己躙化鴫で費名なU•コード叫く中鵬戸ヨーロゥパ系認民の子諜は

轄罠頴3代で口ぼ韓寛に疇化すると述べておりBl外的に霧人｀ラテン素、そして烹伍仁ンディ

アンの1111では托雙の田”ないし収臼の遍れがみられるとしていたべしかし同化11111はアソグロ・

ザワソン系プロテスタソいの曰人＂ゑ 5の文化への攀ー化を崖窮するものとして茅Tr牛欝

にどってnわられだ・｛鴨t”螂攣警：i

箪で轡慕二と 〇纂拿鱒撃囀•0攣● ←とえご,屯`『LS鑑とユ鑑0“”Jr・“と鴫ft:J
〇疇た尊r．い』0 土卓 たとえば..｀『カナダ“曰畢人は遍疇か霞釦”?J

rァメリカ●〇疇麟••は力＋ダでは•警てい慕”?』

〈資料7 ワークシート「問い」を立ててみよう〉

課題研究活動計画書 評価シート

評価の評点（こんなところを見ています。）

A 
課題（問い）
の舌......が B 調査方法が… C 添付資料が…... 

①信頼できる資料
適切かつ発展性 先行研究をふまえt::.

があります 価値ある調査です
一②課題との関連性

③書き方全て0k! -----------------------------------・-----------------------・・・・・ •...... ．． ．.．．．.．.．・ ・ • • ・ • -----------------

滴切に設定 具体性もあり ①～③のうち
できています 適切です 2つ
・------------------------------------------------------

課題のサイズや
性質が適切では

国内でも調査 ①～③のうち

ありません できる内容です | 1つ
---------------------------------------------.．．．......．.．．・ ・ • • ・ ・ •............”• -------------・ •.......... 

何が課題なの力‘ |どうやって調査する
わかりません のかわかりません

何ひとつない

※チェックポイント！「適切でない」課題とは…

・論題が大きすぎる（「愛について」「カナダの環境問題」）
・予想や予言(「 2040年世界は…」）
•「 how to」もの（「授業を眠くならずに受けるには」）
・調べたことの羅列（「カナダにはどんな先住民族がいるか」）
・調べればすぐわかるもの などなど。

＊総合的に屏てあなヤの活動計両は…

言〗喜言［必亨戸翌戸
次の段階に進もう！

（薫璽融會と人鴫）

［主聾馨囀文献I

1鼻 讐 ＇希讐

コース別課題研究活動計画書 1提出メ切； 1月II日］

咲『●疇な9..＂＊きさでJ鶴鵬文」こす•こと 9

吝:のテ-•＊●●9←ついて鴫疇貞で＇わか9で99.:t2 急讐囀會•

洛1；覗鎗で見闊きするポイント・キ-..,-ド（●菫＂●嵐）
a1111噸Iは1111き方（蔓●） 拿て算濾するこピ．
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